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多様性によるイノベーションの創出 

―関係性が強まるまちづくりー 

Innovations Inspired the Creation of Diversity 

Building a city where relationships are strengthened 
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Abstract: 自治体における社会課題に対して，多くの関係者から多様でイノベーティブな意見を集約し，集合

的意思に可視化し，実際の政策を決定することは，極めて難しい。この問題を解決する手段として，地域に

暮らす人々と行政を横断的につなぎ，関係性を強めて，イノベーション創出をめざす取り組みがある。「事業

ミライクエスト」と「里山×STEAM MINOKAMO2030」は，ICT プラットフォーム・Diamond Mandala Matrix

（DMM）を活用して，新たな市民と企業・研究者との共創の仕組みを構築する事業である。本稿は，「里山

×STEAM MINOKAMO 2030」を実践事例として取り上げ，「多様性によるイノベーションの創出」プラット

フォームに生まれる関係性が強まる政策形成過程の特徴と可能性に焦点を当てて報告する.

キーワード：多様性，イノベーション，まちづくり，横断的，共創，Diamond Mandala Matrix（DMM）

1. はじめに
地方都市や中山間地域では，人口減少・高齢化・地

域産業衰退等の多様な事象が表面化していく中，地域

課題に対応するためには，単独・個別の課題解決だけ

では限界がある.社会課題を俯瞰し因果関係や相関関

係を見出して，複合的な解決策を行う必要性がある[1].

しかしながら，地方自治行政では，異なる目的・職務を

持って存在する組織が，俯瞰的な課題やゴールを共有

できず，政策インパクトを統合することができない．個々

の組織がマルチタスクをこなすことに疲弊してコンソーシ

アムが瓦解し．従来の組織のシングルタスク戻る結果に

至ることは少なくない．また，過去に計画したマスタープ

ランに基づいて政策や施策が執行され，環境の変化や

技術の進歩に遅れたインターフェースを活用し続けるた

めに，イノベーションの起きにくい状況に陥っている. 

本稿では こうした地域コミュニティの課題解決を見出

すために，「多様性のあるイノベーティブな意見徴収お

よび集約を可能にする装置」を実装する道筋を構想す

る . この目的を達成するため， 「里山× STEAM 

MINOKAMO 2030（以下，里山×STEAM）」を取り上げ，

ICT プラットフォーム・Diamond Mandala Matrix（以下，

DMM）を活用した，新たな市民と企業・研究者との共創

手法について報告し，そこから得られる含意を提示する． 

2. 用いる手法
本稿では，近年自治体のまちづくりデザインに，

イノベーションの起きやすい環境を組み込むアプロ

ーチを見出すため，里山×STEAMの参与観察を行
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う．その現象を記述することにより，当該事業が，参加者

に思考上の変化を与え，創造的なまちづくりを誘発して

いる現象を記述する．また，里山×STEAMのワークショ

ップで活用されている，ICT プラットフォーム・DMMを

取り上げ，本ツールの活用方法と特徴と，まちづくりに与

える影響を明らかにする． 

 

2.1 調査対象：里山×STEAM  

美濃加茂市，田園社会イニシアティブ株式会社，合

同会社カケモンラボの共同研究から生まれた里山×

STEAM は，美濃加茂市の里山千年構想[2]を実現する

ために，持続可能な里山整備の仕組みを創造し，かつ

その担い手を育成することめざす事業である．中高生・

大学生を中心に，企業・行政・市民を対象として，里山

や農村を活用したサイエンスや先端技術を活用したラ

ボを（2019 年度フォーラム，2020 年度フォーラム）を開

催している． 

 

 

図１ 里山×STEAM の全体像 

 

◆2019 年度フォーラムの開催 

第１部で「里山千年構想の活動見学ツアー」を実施し，

里山再生プロジェクトの１つのアベマキを加工した学習

机の製作現場を見学した.持続可能な循環モデルを学

ぶプログラムの２部では，特別ゲストによる講演会と学生，

市民，企業が参加するディスカッションが行われた[3]． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 2019 年度フォーラム 

里山千年構想の活動見学ツアーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 2019 年度フォーラム 講演会の様子 

 

◆2020 年度フォーラムの開催 

2019年度フォーラムの結果を受け美濃加茂市の里

山千年構想を担う SDGs時代を生きる学生や ESGに関

心のある企業関係者をターゲットとして，「持続可能な地

域のミライへ」をテーマに，現地（みのかも文化の森）と

オンライン会議システム ZOOMを併用して開催された．

SDGｓの根源的意味を考えるため，農業・健康・栄養か

らゲストの話を聞き，ディスカッションが行われた[4]． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 2020年度フォーラムの様子 

◆美濃加茂農林高校協調学習型オンライン授業の実

践 

地球の里山における重要な要素を理解するための協調

学習型オンライン授業「高校生が考える持続可能な森

づくり」を，Zoom とデジタル DMMアプリを活用して，高

校３年生に提供された．参加した高校生たちは，リソー

スが限られた火星での里山建設について考え，そのプ

ランを地域の里山建設に生かすアプローチを探求し

た． 

上記の共創の試みから２つの具体的な新しいプロジ

ェクトが生まれた．１つは，「レクレーションの森づくり：豊



田合成の森（鎮守の森）の観察と調査」であり，残る１つ

は，「スマートグラス等を活用した堂上蜂の柿の技術伝

承の仕組みの構築」である． 

 

2.2 DMM（Diamond Mandala Matrix） 

「里山×STEAM」および 「美濃加茂農林高校協調学習型
オンライン授業」で活用された DMM(Diamond Mandala 
Matrix)は，元来の，業務機能の効果的抽出のために
使われている表ツールである．機能の分割及び階層
構造を明確化する点に特徴がある[5].経済産業省が
取り組む EA（Enterprise Architecture）における「業
務・システムの全体最適」を実現する方法にも取り
入れられている．近年は，京都情報大学における授
業「次世代農業経済学」の「持続可能な農業と地域
について考える」授業で活用されている（青木ら）
[6]． 

 DMM は，一瞥で認識することができる限界を「９
つのセル」と定義し，３行３列にセルを並べた表の
形式をとる．中心のセルにテーマを配置し, 関連す
る機能を，周りの８つのセルに配置する．その階層
構造は，次の通り． 

（１） 中央に配置された表が階層構造のトップレベ
ルのDMMである．中心のセルに業務名を配置
する． 

（２） トップレベルの DMM の中心のセルの周りのセ
ルに業務を構成する機能を配置する． 

（３） セカンドレベルのDMMの中心のセルには，トッ
プレベルの中心の周りの８セルの業務を配置
する． 

（４） セカンドレベルの中心の周りの８セルには，中
心のセルの機能を細分化した機能を配置する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ DMMの基本構造と連結構造 

「里山×STEAM」の 2019 年度フォーラムでは、キーワード

「里山」をトップレベルの中心セルに配置し、学生，市民，企業

が参加するディスカッションが行われた.多様性のあるイノベー

ティブな意見徴収および集約を行うために，DMM をアンケー

ト用紙として提供した．アンケート用紙の回答内容をファシリテ

ータがヒアリングしながら意見集約を実施し, バックボーンが異

なる人々の意見を横断的につなぎ，関係性を強める働きかけ

を行った結果，参加者が考える里山×STEAM を俯瞰し因果

関係や相関関係を見出すことができた. 

 

後日実施した DDM 解析では,里山×STEAM を構成
する主要セクターとして，「教育」「環境」「農林業」「経済」
「企業」の 5 つに相関があることが見出せた.これらが有
機的につながる事業として,2019年以降のプロジェクトで
は,「教育」と「企業」を実行セクターとなり,「環境」と「農林
業」と「経済」を検討テーマとすることを導いた.  

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 2019年度フォーラム DMMアウトプット 

 

この分析結果に基づき、美濃加茂農林高校協調学
習型オンライン授業における青木らの授業では，「農業
×宇宙（環境）」を中心セルに指定して DMM を作成し，
専門家のレクチャーを受講した後にディスカッションを行
った．さらにここでも DDMを事前学習 DMM と事後学習
DMM，受講生が記述した内容について KH Coderでテ
キスト分析したところ，事前学習DMM，レクチャー，事後
学習 DMMの記述に全般的な変化が見られた． 

「高校生が考えるレクレーションの森づくり」では，受
講者が高校生であることから，学生に絵を描いてもらい，
絵に描かれた要素を言語化するワークを行った上で，
DMMを実施した． 

 

 

 

 

 

 

図７ 高校生が考えるレクレーションの森づくり DMM 

2019年度フォーラム，2020年度フォーラム，協調学

習型オンライン授業の共創の試みから生まれた２つの



新しいプロジェクト（「レクレーションの森づくり」「スマート

グラス等を活用した堂上蜂の柿の技術伝承の仕組みの

構築」）は，美濃加茂市の職員，中高生，大学生，研究

者，企業などの多様なバックボーンを持つ多様なセクタ

ーに所属する関係者が参加している.「持続可能な地域

のミライ」というテーマで各自の関心，課題，ミライ像を可

視化し，それらを共有して，選択された未来のゴールで

ある．DMMを活用すると，関係者の関心，課題，ミライ

像の可視化と，集合的なゴールの選択を容易にする． 

 

3. 分析 

3.1 里山×STEAM の価値創造 

「里山×STEAM MINOKAMO2030 事業」の実施プ
ロセスでは，主に，３つの価値が創造された．第１の価
値は，「中高生や高齢者を含む市民と研究者との共創」
である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 2019 年度フォーラム 共創ワークの様子 

 

 第２の価値は，「里山×STEAM の本質的価値の共
創」である.異なるレイヤーの思考を整えたことにより，以
下の視座を整えることができた 

 

（１） 持続可能な循環社会と先端技術がトレード

オフではなく共存する世界 

（２） ５年・１０年・その先には,両眼を持つ人材の

育成が求められる 

（３） 人と自然が共存し持続可能なエコシステム

を学ぶ最高の教科書として里山や農村を活

用する 

（４） 日本は世界も羨む学び場の宝庫（里山・里

地：国土の４割，森林：約 67%） 

（５） 先人が時代時代の先端の技術を使い持続可

能なエコシステムを築き上げた．現在の先

端テクノロジーを持続可能な地域開発に活

かすこと 

（６） 変化することが当たり前の時代を生きる若

い世代が，常に変化する里山や農村で学ぶ

意味 

（７） 地域資源の価値が，最先端の持続可能性を

学ぶ題材になる 

（８） 岐阜県美濃加茂市からスタートする事業 

 

 第３の価値は，「企業による事業推進基盤の共創」
である。当該事業のツアーの１つの「白川郷の視察」に
は，パナソニック，ヤンマー，アイシン精機など多彩な企
業が参加した．パブリックセクターからは, 国土交通省, 

三重県, 犬山市の他周辺自治体職員・議員が多数参
加した. 全く異なる背景を有する参画者が，事業を推進
するための前提条件を揃えて,ゴールを共有し, 実際の
事業を立ち上げてゆく起点が生まれた． 

「里山 STEAMラボ 大人ミーティング」においても、豊
田中央研究所，ネクスコ中日本，NEC ソリューションイノ
ベータ等の多彩な企業と，パブリックセクターからは, 国
土交通省，知立市役所をはじめ，他周辺自治体職員・
議員が参加し，「白川郷の視察」と同様に具体的な試み
がスタートしている． 

 

3.2 DMM イノベーションを創出する空間 

コミュニティの意思決定過程における DMM の活用の
効力には，以下のような機能があることがわかった． 
 
（１） 参画者の描くイメージを，全員で共有すること

ができるため，関係者間コミュニケーションの前
提となる課題の共有を促し，互いの価値観（共
感）の理解を促進する． 

（２） 参画者が，複数の階層を自由に行ききする体
験を通して，思考の次元（範囲/粒度）を多層
化することができる． 

（３） 参画者は，DMM を作成するプラットフォームで，
リアルの時間と空間を超越することができる. 

（４） 参画者は，感覚的につくられた同次元の関係
性（ネットワーク/線）を図示（ソーシャルグラフ）
することにより，ネットワークを実証的に捉えるこ
とができる． 

（５） 以上の機能を組み合わせることにより，既存の
コミュニケーションの過程に生じるコミュニケー
ションの障害を取り除くことができる. 

 
上記のプラットフォームは，多様なアクターを交わらせ，

地域横断的あるいは組織横断的にコミュニケートできる
空間となり（多様性が集まって関係性が深まる），マルチ
タスクの横断的な事業を推進し，イノベーションを創出
の空間となる可能性あることが確認された． 

 

4. 結論 

 本事例研究より，次の４つの示唆を得た． 

（１） 里山×STEAM のプラットフォームに生まれる，

関係性が強まる政策形成過程の特徴は，「多



様性によるイノベーションの創出」にある.このプ

ロセスでコミュニティにおける新しい価値が創造

される. 

（２） DMM（Diamond Mandala Matrix）を活用した授

業では，受講生は，システム思考およびデザイ

ン思考の方法論を学ぶことができると同時に，

DMM を活用したワークショップでは，イノベー

ション創出する起点が生まれる可能性がある． 

（３） DMM（Diamond Mandala Matrix）は，共創を実

現するためのコミュニケーション支援ツールで

ある. DMM を活用することによって，コミュニテ

ィや教育現場における集合的な未来像に関す

る合意形成を助けることができる．  

（４） 自治体は，里山×STEAM に類する協働型の

プロジェクトを実践するパートナーに，まちづく

りに参画してもらうことにより，地域のイノベーシ

ョンを創出する環境を醸成し，その成果をまち

づくりの長期的なインパクトに統合するアプロー

チを学習することができる．DMM を取り入れた

協働学習型の事業の展開は，地域社会に地域

や組織を超えたより大きな集合知に繋がる協

働・共創の装置を創出する可能性がある． 

 

5. 今後のシナリオ 

本報告で「里山×STEAM」で扱ったプロジェクトが成

果を生み続けることができるか否かは，地域住民や地元

企業が，主要なアクターとして多数参画し，かつ，常に

新しい担い手が供給され続けるか否かにかかる．更に,

異なるセクターを超える領域（ハイブリディティ） におけ

る社会事業やビジネスをデザインする際には，当該地

域社会の人と人、組織、企業間に信頼関係が醸成され

る必要がある[７].  

DMM のツールとしての有効性は，増加傾向にある複

雑な課題を解決する地域の事業の立案の際に，実際に

活用される総数が増えることにより明らかになる．異なる

レイヤーに分類して１つ１つのイッシューの中心事業と

機能を構造的に把握できる本ツールは他に類例がない

ことから，必然的に選択される可能性はある．各地の公

共サービスの DXなどの観点から，大きな集合知に繋が

る地域横断的な取り組みを構想する際の活用例が増え

ることを期待したい． 
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